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異

文

化

と

の

交

流

高
岡
法
科
大
学
学
長
吉
原
節
夫
先
生
か
ら

依
頼
を
受
け
て
同
大
学
で
社
会
福
祉
論
の
講

義
を
引
き
受
け
て
既
に
４
年
度
目
に
入
っ
た
。

大
学
で
の
講
義
は
、〈

フ
か
ら
益
年
前
に
埼
玉

大
学
大
学
院
で
の
社
会
保
障
論
が
初
め
て
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
本
務
の
方
は
か
な
り
忙
し
か

っ
た
が
、

行
政
学
、

公
共
政
策
論
、

社
会
保
障
、

医
療
、

環
境
な
ど
多
分
野
に
つ
い
て
数
え
て
み

る
と
教
え
て
き
た
大
学
は
確
に
な
る
。

教
え

る
こ
と
は
、

自
分
の
研
究
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

に
な
る
。

怠
け
者
の
私
は
、

動
機
が
な
い
と
勉

強
し
な
い
。

共
著
を
含
め
側
冊
以
上
著
書
を

出
せ
た
の
は
、

大
学
で
の
講
義
の
お
か
げ
で
あ

る
。
ヤこ
の
成
果
を
本
務
の
方
に
も
生
か
せ
る
。

中
で
も
１９
歳
ま
で
育
っ
た
高
岡
法
科
大
学

で
の
講
義
に
は
、

他
大
学
に
な
い
特
別
の
思
い

が
あ
り
、

講
義
に
力
が
入
る
。

時
に
は
高
岡
市

役
所
Ｏ
Ｂ
の
高
井
靖
夫
さ
ん
、

県
職
員
の
山
田

徹
さ
ん
な
ど
が
聴
講
し
て
く
れ
る
の
は
、

地
元

な
ら
で
は
で
あ
る
。

集
中
講
義
方
式
で
前
期
、

後
期
の
そ
れ
ぞ
れ
２
単
位
分

（９。
分
１５
回
）
を

行
う
。

実
際
に
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
人

の
話
も
入
れ
た
方
が
、

学
生
に
は
な
じ
み
の
薄

い
福
祉
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
の
で
、

県
内
で

福
祉
に
従
事
す
る
人
に
も
分
担
し
て
も
ら
う
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
野
田
智
さ
ん
、

社
会

福
祉
法
人
秀
愛
会
の
澤
田
和
秀
さ
ん
、

八
尾

園
の
西
浦
博
良
さ
ん
な
ど
と
多
彩
で
あ
る
。

皆
さ
ん
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
か
ら
嬉

し
い
。

学
生
に
よ
っ
て
は
私
よ
り
現
場
の
人
の

話
の
方
が
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
出
る
。

最
近
高
岡
法
科
大
学
で
は
中
国
か
ら
の
留

学
生
も
混
じ
る
。

日
本
語
が
短
期
間
で
分
か

る
の
か
心
配
に
な
る
が
、

般
の
人
が
想
像
す

る
以
上
に
日
本
語
が
う
ま
い
。

大
学
の
授
業

に
は
支
障
が
な
い
。

試
験
答
果
を
見
て
も
日

本
語
に
よ
る
解
答
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

中

に
は
日
本
人
学
生
よ
り
も
優
れ
た
論
文
を
ま

と
め
る
者
も
い
る
。

一牛
業
後
こ
れ
ら
の
学
生

が
日
中
交
流
に
関
係
し
て
い
く
な
ら
ば
、

両
国

の
関
係
に
大
変
良
い
結
果
を
及
ぼ
す
。

高
岡

法
科
大
学
で
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
富
山
県

の
理
解
者
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
１１
月
、東

京
大
学
の
駒
場
祭
に
招
か
れ
、

環
境
福
祉
と
国
際
交
流
に
つ
い
て
基
調
講
演

と
合
わ
せ
、

出
席
者
と
の
討
論
を
２
時
間
半

行
な
っ
た
。

具
体
的
な
議
論
を
展
開
す
る
た
め
、

北
京
大
学
大
学
院
２
年
生
で
フ
月
間
の
予
定

で
日
本
の
企
業
に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
勉
強

に
来
て
い
る
女
性
に
も
担
当
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。

硬
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

参
加
者
の

人
数
が
気
が
か
り
だ
っ
た
。

他
の
会
場
で
は
美

人
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
軟
派
系
が
圧
倒
的
で
あ
っ

た
が
、

８。
名
く
ら
い
の
人
が
熱
心
に
参
加
し
て

く
れ
、

企
画
は
成
功
だ
っ
た
。

北
京
大
学
院
生

は
、中

国
の
少
数
民
族
の
壮
族
出
身
で
あ
る
が
、

向
学
心
は
並
み
で
は
な
い
。

日
本
の
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
。

現
下
の
中
国

の
環
境
問
題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、

何
で
も
掴

も
う
と
必
死
で
あ
る
。

情
熱
の
程
度
は
、

東
大

生
を
は
っ
き
り
と
凌
駕
し
て
い
る
。

社
会
の
進
歩
は
、

他
の
文
化
や
文
明
を
い
か

に
取
り
入
れ
活
用
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「坂
の
上
の
雲
」

は
、

海
外
か
ら
押
し
寄
せ
る
先
進
国
の
文
明

の
刺
激
が
、

日
本
人
の
行
動
を
か
き
た
て
た
こ

と
を
描
く
。

富
山
県
に
は

「旅
の
人
」
と
い
う
必
す
し
も

肯
定
的
な
意
味
が
含
ま
れ
な
い
言
葉
が
残
る
。

私
は
、

曹
国
山
県
が
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
の

絶
対
条
件
は
、

「
旅
の
人
」
を
い
か
に
積
極
的

に
迎
え
入
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
い
る
。

県
外
の
人
、

国
外
の
人
が
ど
れ
だ
け
富
山

県
に
暮
ら
す
、

学
ぶ
、

働
く
、

遊
ぶ
か
に
よ
っ
て

富
山
県
が
活
性
化
す
る
か
決
ま
る
。

［昌
山
県

の
外
国
か
ら
の
観
光
客
数
は
急
上
昇
し
て
い

る
こ
と
は
、

大
変
素
晴
ら
し
い
兆
候
だ
と
思
う
。

大
学
、

企
業
な
ど
に
も
県
外
の
人
や
外
国
人

が
増
え
た
い
。

県
外
出
身
者
や
外
国
人
の
居

住
者
比
率
が
、

〈
フ
後
の
富
山
県
の
発
展
の
指

標
に
な
る
。

若
い
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
で
仕
事
を
し
て
い
た

時
、

外
国
出
身
の
人
が
こ
く
自
然
に
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。

第
２
次
世
界
大
戦
中
イ
ギ
リ
ス
政
府
は

戦
禍
を
逃
れ
た
外
国
人
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
懐
の
深
さ
で
あ
る
が
、

彼

ら
が
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
の
経
済
や
学
問
、

文
化

の
発
展
を
支
え
た
。

治
安
や
雇
用
問
題
を
心

配
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、

多
様
性
こ
そ
社

会
の
進
歩
の
源
で
あ
る
。
，こ
れ
は
世
界
の
潮

流
で
も
あ
る
。

山灰
容
Ｈ
　
一戊
さ
ん

炭谷 茂(すみたに しげる)
1946年 富山県高岡市生まれ。
1969年東京大学法学部卒業後、

厚生省(当時)に入る。厚生省社会・

援護局長等を経て、2003年 7月環
境事務次官に就任、2006年 9月退

任。現在社会福祉法人恩賜財団
済生会理事長、(財)地球。人間環

境フォーラム理事長、学習院大学
特別客員教授、(財)日本更生保護
協会理事、朝日新聞厚生文化事業
団評議員等を務める。また、国家公

務員在職中から一個人として障害者、
ホームレス、引きこもりの若者、刑余
者などへの就労支援、貧因地域の
まちづくりなど社会貢献活動に従事。
最近の著書に「私の人権行政論」
(解放出版社2007年)、「環境福祉
学の理論と実践」(編善、環境新聞
社、2006年)、「社会福祉の原理と
課題」(社会保険研究所、2004年)
「地球環境問題の新常識」(共著、

東洋経済新報社、2004年 )「高齢
者看護学」(分担執筆、中央法規、
2006年)

0



川田代表世話人

開会挨拶
会
員
と
富
山
県
及
び
会
員
相
互
の
情
報
交
流
の
場
で
あ
る

「
と
や
ま
フ
ァ
ン
倶
楽
部
会
員
交
流

△至

が
７
月
創
園
（火
）
に
ホ
テ
ル
フ
ロ
フ
シ
オ
ン
青
山

（東
京
）
で
４。
余
名
の
会
員
の
皆
様
の
参
加

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、

映
画

「鋼
岳

占
小の
記
」
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
放
映
し
た
ほ
か
、

「
夏
マ
グ
ロ
」
や

「
シ
ロ

エ
ビ
」
を
は
じ
め
富
山
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地
酒
を
用
意
し
、

△
不
員
の
皆
様
に
富
山
の

味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

示
唆
に
富
ん
だ
こ
助
言
・こ
提
案
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ン
ン

櫨
ン

ン
ン

ン
ン

△
躍

謂
紳

費
■車♂監・‐・.,骨軽醒騒

0

中沖理事長

開会挨拶

石井知事

開会挨拶

綿貫衆議院議員

乾杯新入会員の皆様紹介

梶県議会議長

お礼の言葉

いきいき富山館からのお知らせ



とやまの人づくり事業の紹介

今 年 度 の受 賞 者

（独
ご
辰
業
生
物
資
源
研
究
所

上
級
研
究
員

井
澤

毅

氏

学
術
研
究
部
門
補
経
科
彰

富
山
大
学
大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部

准
教
授

大
塚

稔
久

氏

ス
ポ
ー
ツ
部
門
翁
ち 映

画
監
督

市
井

昌
秀

氏

長
谷
川
体
育
施
設
（株
）

山
崎

勇
喜

氏

学
術
研
究
部
門
値
物
分
と
還伝
こ

芸
術
文
化
部
門
彼
ロ

||・||||||■||||

「とやま真」は、富山県の置県百年を記念し、富山県の将来を担う有為な人材の育成に資する目的をもつて昭和59年 に

創設され、今回で26回 目を迎えました。

受賞対象者は、富山県出身者又は富山県内在住者とし、学術研究、発開発見、芸術文化及びスポーツの分野において顕

著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される個人叉は団体を対象としており、県内外で活躍されている方を表彰 し、

その活動を奨励しております。

今年度の贈呈式及び記念落語会は、5月28日 (木)に富山県教育文化会館ホールで行われ、学術研究部門で2名、芸術文

化部門で1名、スポーツ部門で1名の、計4名の方々が受賞されました。

■贈呈式

◆あいさつ/理 事長 中 沖 豊

◆選考経過報告/選 考委員長 金 岡

◆「とやま賞」贈呈

◆祝辞/富 山県知事 石 井 隆 ―

富山県議会議長 梶  敬 信

◆各受賞者の言葉

■記念落語会

◆出演

祐一  立 川 志 の輔 氏

(第7回「とやま賞」受賞者)
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様などにご協力をいただきながら行つた事議を紹介いたします。酢

子どもたちにいろいろな可能性を秘めた夢を数多く持つてもらい、自分の将

来について者えてもらうため、将来の夢を書いた作文を募集し、優秀者を各分

野の第一人者のもとに派遣する事業です。

今年度は689作品の応募があり、その中から選ばれた5名の子どもたちに、

夏休み期間中、夢に一歩近づいてもらうために、短期入門してもらいました。

J 学ヽ
‐
生の部

富山市立堀〕|1南小学校6年 村上  千 紗 さん

「人の心を癒 し元気づける音楽療法士

になりたい」という夢を抱きながら岐阜

県音楽療法研究所に短期入門しました。

射水市立作道小学校5年 荒 谷 野 乃 香 さん

「誰かに読んであげたくなる心の絵本

を作 りたい」という夢を抱きながら岩崎

京子さん(児童文学作家)、清藤宏さん(イ

ラス トレーター)のもとに短期入門しま

した。

滑'|1市立東吉F小学校6年 米 山  駆 さん

「強い心を持つた日本一のラグビー選

手になりたい」という夢を抱きながらN

ECラ グビーフッ トボール部に短期入門

しました。

中掌生の言「

砺波市立庄西中学校1年 山 田 明 日香 さん

「リアルな匂いと感触のある食品サン

プルを作る職人になりたい」という夢を

抱きながら竹内繁春さん(`食品模型のア

イデイア
'社

)、岡邦夫さん(ltl旭食品サン

プル製作所)のもとに短期入門しました。

滑サ|1市立早月中学校1年 局橋  侑 花 さん

「開発途上国を支援する国際公務員に

なりたい」という夢を抱きながら国連難

民高等弁務官駐日事務所に短期入門しま

した。
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～営様からのメッセージの一部紹介～

今年度の会員交流会 (7月21日 (火)開催)のご案内にあわせて

皆様からいただきましたメッセージを、当財団のホームページ

(htt勲:〃wwwBttthitoLOrajp/fan/set06日htm)に掲載させていた
だいております。「富山県への助言」の一部をご紹介します。

若者が楽 しいと思う場が少

なすぎると思います。どこか
のテレビ局に1時間番組を提

供 して解放区にしてはどう
でしようか。

「温泉と水」をもつとPRし て県外からの観光客を呼び込みましよう。

農林水産業にハイテクを導

入することはできませんか、

各種の専門家を入れた委員

会で論議したらどうでしょう。

他県動向、他人の目を意識せ

ず、精動な自助努力旺盛な富

山精神をもつて県民の必要
とする施策を着実に進めて

いつてください。

新 しいことに挑戦 しようと

している人、特に若者の意見
をもつと取 り入れてほしい

と思います。

富山空港からの近距離国際

線が数多 く就航すればよい

と思います。富山観光の国際

化を図るべきではないで し

ようか…

自然と一体となつた富出の

人々のくらし、その良さをな

くさないで下さい。離れると

よけいに富山の自然の贅沢
さと豊かさ、それが守られて

いることが誇りです。今流行
の環境保全、食育、地産地消
にぴつたりだと思います。

富山の観光の拠点として
【
立

山
「
のすばらしさをもつと宣

伝されることを望みます。ま

た、富山 高岡に集積する工

業技術力の優秀さをもつと

全国的にPRす べきでは。

川の水を大切に。急流ですか

ら澄んだ水にする事は住民
の心掛け次第です。鮭や鱒が

群れをなして遡上する姿を

早く見たいものです。

鱒寿司は全国的に有名にな

りましたが、イカの黒作り、

かぶら寿し、昆布〆め等につ

いてももつと全国に紹介 し

たほうが良いのではないで

しようか。

富山独特の風習や文化をも
つと PRし たら来県者も増
えるのでは。他県者がビック

リすることを富山県民は気

付いてしヽない。

21世 紀は、とやまの時代で

ある。国土の中央に位置する

地理的利点、自然環境に恵ま

れ、山あり川あり海あり、「と

やまJは人物の宝庫である。
ソフト面での人材の豊富な「と

やまの知」をもつとPRし て

然るべきであるし、できる郷
土である。

Uタ ー ンを奨励 して い らつ

しゃる富山県 は他県 が見習

うべきです。出来れば公がバ

ックアップする合奏団が欲
しいです。秋田県のア トリオ
ン室内オーケス トラのよう
なものが。

全国に向かつての情報発信

のため にマ スコ ミ、映画界、

県 出身者 ない し県 にエール

を送つて下さる文化人、有識

者の活用、依頼方に更に力を

入れて いただ きた い と願 つ

てお ります。

新幹線が走るようになつて

も東京の真似などしないで、

国舎の魅力を失わないでど

んどん自己主張 してほしい

と思います。

散居村のす ば ら しい景観 を

維持 して下さい。高速道路が

交差 し、インターチ ェンジが

増え、白い流通倉庫が目立つ

のは残念です。

都道府県を単位としている

県人会の下部組織と県内の

市町村との交流の場をもつ

と拡大する工夫が必要では。

例えば子ども達の交流をも

う少 し拡大 しては如何で し

ようか。

0

多くの会員の皆様で賑わつた会員交流会



越中料理 ～とやま冬のおもてなし2010～

冬の富山湾は、師、蟹、甘エビ…美味しい魚介の宝石箱です。そんな富出が誇る「魚」を美味し

くお召し上がりいただくために、和食料理家の道場六三郎氏を番査委員長に迎え、『おもてな

し「越中料理」コンテス ト』を開催。みごと入賞した料理が味わえるキヤンペーンを実施します。

ランチ、ディナー合わせて12点の『おもてなし「越中料理」』が、期間限定で入賞者の各店に

てお楽しみいただけます。

越中口富山のこの冬だけの味覚で、おもてなしいたします。ぜひこの機会にご賞味ください。

増母)1月
25日 (月)～ 2月 24日 (水)  宅

署"富
山県内の各店

(問い含わせ先)富 山県地域振興課 TELi076-444-9605

詳細は、富山県HP(httpi〃www.prefitoyarlla,jp/)をご覧ください。

あなたの応援で富山県を元気に 1-元 気とやま応援寄附金一

「元気とやま応援寄附金 (ふるさと納税)」 は、

富山県に寄附をされると、所得税や住民税が軽減

される制度です。

ふるさと富山県の人づくり、地域づくりを応援

したいという皆さんの思いを力タチにしていただ

けます。

皆さんからいただいた寄附は、 「元気とやまの

創造」のために大切に活用させていただきます。

(問い含わせ先)

富山県税務課 元 気とやま応援寄附金担当

TELi076-444-3178

富山県H P http:〃叩 .prefBtoyamattjp/
「元気とやま応援寄附金」をクリツクしてください

の

◇所得税・住民税の軽減例

結与収入1千万円で4人家族(夫婦・子ども2人)の方が、8万円奇附されると、

所得税と住民税が7万5干円軽減され、実質的な負担は5千円となります。
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